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Abstract :

日頃、社会福祉の現場で業務に携わる中で、様々な課題に直面したり、社会に対

する疑問が湧くことが多くあるが、そのことがきっかけとなり自己洞察瞑想療法

(SIMT：Self Insight Meditation Therapy。以下、SIMT と称する）講座を受講する

ことになった。なぜ、社会福祉の現場における課題が精神疾患の回復のために設計

された心理療法である SIMT と結びついたかといえば、支援者のメンタルヘルスとい

う直接的な課題解決だけでなく、SIMT の背景にある深い哲学が社会福祉の抱える課

題をも同時に解決させる可能性を予感させたからである。例えば、SIMT には、「自己

の人格形成は世界への貢献と同時に行われる」という哲学がベースにある。これに

より、滅私奉公でも、我利我執でもなく、自己も社会も幸福にし得る展望が開ける

のではないかと思い、講座を受講することになった。SIMT 講座と日々の実習は 10

か月に及んだが、多くのことを学ばせて頂いた。今回は、その中で 3 つのポイント

①「意志的自己」②「本音と価値」③「世界の中に自分があり、自分の中に世界が

ある」に焦点を当て、そこから学んだことや感じたことをまとめさせて頂いた。そ

して、SIMT で学んだことにてついて、私が感じている社会福祉の課題や問題点等の

解決にどのように関連付けることができるかについて考察を行った。

Practice : 講座受講に伴うマインドフルネス体験記
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